
鷲
見
誠
一
教
授
略
歴

九九九
ユみ　　ユ　ト　　
ノペ　ノペニ

四二九
年年年

一
九
六
七
年

一
九
七
〇
年

一
九
七
一
年

一
九
七
八
年

一
九
八
七
年

二
月
一

三
月
三
月
四
月
三
月
四
月
四
月
七
月
四
月
九
月

五
日
　
　
東
京
都
に
出
生

　
慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
政
治
学
科
卒
業

　
慶
鷹
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了

　
慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
助
手

　
慶
鷹
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学

　
慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
専
任
講
師

　
慶
磨
義
塾
大
学
法
学
部
助
教
授

　
米
国
コ
ー
ネ
ル
大
学
歴
史
学
部
訪
問
研
究
員
（
一
九
七
三
年
七
月
ま
で
）

　
慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
教
授
（
現
在
に
い
た
る
）

　
英
国
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
ゴ
ン
ヴ
ィ
ル
・
ア
ン
ド
・
キ
ー
ズ
・
コ
レ
ッ
ジ
訪
問
研
究
員

　
で
）

（
一
九
八
八
年
八
月
ま

鷲見誠一教授略歴
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鷲
見
誠
一
教
授
主
要
著
作
目
録

　
一
、
著
書
（
編
著
、
共
著
書
を
含
む
）

『
政
治
思
想
史
の
基
礎
知
識
』
（
有
賀
弘
氏
、
内
山
秀
夫
氏
、
田
中
治
男
氏
、
藤
原
保
信
氏
と
の
共
編
）
　
　
　
　
有
斐
閣

『
西
洋
政
治
思
想
史
』
（
佐
々
木
毅
氏
、
杉
田
敦
氏
と
の
共
著
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
樹
出
版

『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
の
原
型
　
　
政
治
思
想
の
視
点
よ
り
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
窓
社

『
近
代
国
家
の
再
検
討
』
（
蔭
山
宏
氏
と
の
共
編
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
慶
磨
義
塾
大
学
出
版
会

『
現
代
意
識
の
諸
相
　
学
問
・
芸
術
か
ら
の
照
射
－
慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
政
治
学
科
開
設
百
年
記
念
講
座
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
慶
慮
義
塾
大
学
出
版
会

『
転
換
期
の
政
治
思
想
　
　
2
0
世
紀
か
ら
の
問
い
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
創
文
社

　
二
、
翻
　
訳

ジ
ョ
セ
フ
・
ス
ト
レ
イ
ヤ
ー
『
近
代
国
家
の
起
源
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
波
新
書

マ
ル
セ
ル
・
パ
コ
ー
『
テ
オ
ク
ラ
シ
ー
』
（
坂
口
昂
吉
氏
と
の
共
訳
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
創
文
社

ブ
ラ
イ
ア
ン
・
テ
ィ
ア
ニ
ー
『
立
憲
思
想
　
始
源
と
展
開
　
1
1
5
0
～
1
6
5
0
』
　
　
　
　
　
　
　
　
慶
鷹
通
信

　
三
、
論
　
文

「
ト
マ
ス
に
よ
る
『
政
治
の
領
域
』
の
理
論
的
確
立
　
　
マ
ル
シ
リ
ウ
ス
研
究
の
準
備
段
階
と
し
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
第
四
〇
巻
一
号

一
九
七
七
年

一
九
九
五
年

一
九
九
六
年

一
九
九
八
年

一
九
九
九
年

二
〇
〇
二
年

一
九
七
五
年

一
九
八
五
年

一
九
八
六
年

一
九
六
七
年

388



「
権
力
に
抗
し
て
　
教
育
者
と
し
て
の
活
動
ー
不
敬
事
件
を
中
心
に
」
（
関
根
正
雄
氏
編
『
内
村
鑑
三
』
所
収
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
書
院

「
マ
ル
シ
リ
ウ
ス
・
パ
ド
ゥ
ア
の
国
家
観
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
第
四
二
巻
四
号

「
マ
ル
シ
リ
ウ
ス
・
パ
ド
ゥ
ア
に
お
け
る
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
受
容
の
問
題
　
　
そ
の
政
治
学
的
考
察
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
第
四
三
巻
一
号

「
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
政
治
思
想
に
お
け
る
リ
ア
リ
ズ
ム
的
側
面
ー
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
政
治
思
想
へ
の
手
が
か
り
と
し
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
慶
鷹
義
塾
大
学
言
語
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
］
号

「
内
村
鑑
三
不
敬
事
件
　
　
そ
の
思
想
史
的
考
察
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
第
四
三
巻
一
〇
号

「
マ
ル
シ
リ
ウ
ス
・
パ
ド
ゥ
ア
の
実
定
法
理
念
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
第
四
八
巻
九
号

「
マ
ル
シ
リ
ウ
ス
・
パ
ド
ゥ
ア
の
自
然
法
思
想
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
第
五
〇
巻
八
号

「
マ
ル
シ
リ
ウ
ス
・
パ
ド
ゥ
ア
の
神
法
理
念
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
第
五
一
巻
八
号

「
支
配
原
理
と
し
て
の
中
世
ロ
ー
マ
教
皇
制
　
　
胚
種
と
着
生
」
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
第
六
二
巻
一
〇
号

「
パ
ド
ヴ
ァ
の
マ
ル
シ
リ
ウ
ス
の
社
会
思
想
」
（
上
智
大
学
中
世
思
想
研
究
所
編
『
中
世
の
社
会
思
想
』
所
収
）
　
創
文
社

「
日
本
に
お
け
る
政
治
思
想
・
政
治
哲
学
の
意
義
と
課
題
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
第
七
四
巻
七
号

］
九
六
七
年

一
九
六
九
年

一
九
七
〇
年

一
九
七
〇
年

一
九
七
〇
年

一
九
七
五
年

一
九
七
七
年

一
九
七
八
年

一
九
八
九
年

一
九
九
六
年

二
〇
〇
一
年

鷲見誠一教授主要著作目録

　
四
、
書
　
評

渡
邉
守
道
著
『
ニ
コ
ラ
ウ
ス
・
ク
ザ
ー
ヌ
ス
の
政
治
思
想
1
〈
普
遍
的
一
致
〉

有
賀
弘
著
『
宗
教
改
革
と
ド
イ
ツ
政
治
思
想
』

浜
田
幸
策
著
『
都
市
貴
族
の
研
究
ー
メ
デ
ィ
チ
家
の
研
究
』

内
田
芳
明
著
『
ヴ
ェ
ー
バ
ー
社
会
科
学
の
基
礎
研
究
』

に
関
連
し
て
』

　
　
　
『
法
学
研
究
』
第
四
〇
巻
六
号

　
　
　
『
法
学
研
究
』
第
四
一
巻
二
号

　
　
　
『
法
学
研
究
』
第
四
三
巻
二
号

　
　
『
法
学
研
究
』
第
四
三
巻
一
二
号

一
九
六
七
年

一
九
六
八
年

一
九
七
〇
年

一
九
七
〇
年
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ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ア
ル
マ
ン
著
、
鈴
木
利
章
訳
『
中
世
に
お
け
る
個
人
と
社
会
』
（
柴
田
平
三
郎
氏
と
の
共
同
執
筆
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
第
四
四
巻
二
号
　
一
九
七
一
年

ジ
ョ
セ
フ
・
ス
ト
ゥ
レ
ィ
ヤ
ー
著
『
近
代
国
家
の
中
世
的
起
源
に
つ
い
て
』
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
第
四
七
巻
三
号
　
一
九
七
四
年

工
ー
リ
ッ
ヒ
・
モ
イ
テ
ン
著
、
酒
井
修
訳
『
ニ
コ
ラ
ウ
ス
・
ク
ザ
ー
ヌ
ス
（
置
O
緊
置
竃
）
　
　
そ
の
生
涯
の
素
描
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
第
四
七
巻
六
号
　
一
九
七
四
年

ジ
ョ
ン
・
モ
ラ
ル
著
、
柴
田
平
三
郎
訳
『
中
世
の
政
治
思
想
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
第
四
八
巻
一
〇
号
　
一
九
七
五
年

ジ
ャ
ッ
ク
・
グ
デ
著
、
小
林
公
訳
『
救
済
の
帝
国
ー
ダ
ン
テ
と
政
治
』
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
第
五
〇
巻
四
号
　
一
九
七
七
年

野
口
洋
二
著
『
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
改
革
の
研
究
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
第
五
二
巻
九
号
　
一
九
七
九
年

ブ
ラ
イ
ア
ン
・
テ
ィ
ア
ニ
ー
著
『
宗
教
、
法
、
そ
し
て
立
憲
思
想
の
発
展
　
二
五
〇
年
ー
一
六
五
〇
年
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
第
五
七
巻
八
号
　
一
九
八
四
年

甚
野
尚
志
著
「
ジ
ョ
ン
・
オ
ブ
・
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
の
政
治
社
会
論
」
（
『
人
文
学
報
』
五
八
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
制
史
研
究
』
第
三
六
号
　
一
九
八
六
年

　
五
、
そ
の
他

「
形
と
秩
序
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
三
色
旗
』
第
三
一
〇
号
　
一
九
七
四
年

「
図
書
館
を
利
用
し
よ
う
」
（
池
上
忠
弘
氏
、
松
浦
保
氏
、
丸
山
信
氏
と
の
座
談
会
）
　
　
　
　
『
三
色
旗
』
第
三
二
〇
号
　
一
九
七
四
年

「
立
科
課
外
行
事
に
出
席
し
て
」
（
三
雲
夏
生
氏
、
伊
藤
顕
氏
、
藤
崎
由
美
氏
、
橋
本
紀
子
氏
、
山
田
史
子
氏
、
原
田
敏
彦
氏
、
山
田
幸
一

郎
氏
と
の
座
談
会
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
三
色
旗
』
第
三
三
二
号
　
一
九
七
五
年

「
歴
史
を
見
る
目
」
（
坂
口
昂
吉
氏
、
斎
藤
修
氏
、
工
藤
教
和
氏
と
の
座
談
会
）
　
　
　
　
　
　
『
三
色
旗
』
第
三
八
八
号
　
一
九
八
O
年

「
四
月
の
坂
道
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
三
色
旗
』
第
四
〇
九
号
　
一
九
八
二
年

「
解
説
」
（
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ブ
ル
ッ
ク
著
、
松
田
隆
美
訳
『
中
世
社
会
の
構
造
』
所
収
）
　
　
　
　
法
政
大
学
出
版
局
　
一
九
九
〇
年
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「
キ
リ
ス
ト
教
と
西
洋
文
明
　
　
政
治
思
想
よ
り
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
三
色
旗
』
第
五
七
三
号

「
改
め
て
教
養
教
育
を
」
（
絹
川
正
吉
氏
、
倉
松
功
氏
、
林
道
義
氏
、
飯
野
正
子
氏
と
の
座
談
会
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
大
学
時
報
』
第
四
八
巻
二
六
四
号

「
教
養
の
ス
ス
メ
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
三
色
旗
』
第
六
二
七
号

「
三
田
法
学
と
慶
鷹
政
治
学
の
伝
統
　

そ
し
て
今
後
の
使
命
ー
H
政
治
学
科
」
　
　
『
三
田
評
論
』
第
一
〇
二
九
号

「
日
本
の
『
今
』
を
探
る
」
（
第
二
五
回
小
泉
信
三
賞
全
国
高
校
生
小
論
文
コ
ン
テ
ス
ト
　
選
評
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
三
田
評
論
』
第
一
〇
三
一
号

「
言
葉
に
よ
っ
て
立
つ
ー
小
泉
信
三
賞
全
国
高
校
生
小
論
文
コ
ン
テ
ス
ト
」
　
　
　
『
大
学
時
報
』
第
五
〇
巻
二
七
八
号

「
『
今
』
の
中
を
生
き
る
若
者
」
（
第
二
六
回
小
泉
信
三
賞
全
国
高
校
生
小
論
文
コ
ン
テ
ス
ト
　
選
評
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
三
田
評
論
』
第
一
〇
四
二
号

「
非
政
治
的
な
も
の
が
は
ら
む
政
治
的
意
義
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
三
色
旗
』
第
六
六
〇
号

一
九
九
五
年

一
九
九
九
年

二
〇
〇
〇
年

二
〇
〇
〇
年

二
〇
〇
一
年

二
〇
〇
一
年

二
〇
〇
二
年

二
〇
〇
三
年

鷲見誠一教授主要著作目録
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